2016年規定審議会での人頭分担金増額説明のスライド
（英語版の翻訳）
ＲＩ　5年間の財務予測

議題
・　収入源の再検討
・　2013年から現在までの報告
・　2017年～2021年の5年間の予測

2016年予算の収入　（単位：100万ドル

[image: ]

会費


投資収益


その他の収入
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　儲け




　持ち出し
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4年間の結果累計











　　　　　収入　　　　　　　　　　　　　　支出
　予算　　　　　　決算　　　　　　　予算　　　　決算　　
　＄397　　　　　＄386　　　　　　＄419　　　　＄408
 (
11
百万ドル
良好
（
予算より良好
）
) (
11
百万ドル
不健全
（不足）
)　





支出の削減

・　印刷や郵送の外部委託
・　クラブに請求書等の更新データを送付する（ＩＴ化により事務手続削減のこと）
・　インドに対する手続きと開発の削減
・　デジタル印刷の削減
・　地区ガバナーの合同クラブ訪問（の推進）
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積立金：
予測と実績
　　　　










　　　　　　　予測　　　　　　実績　　　　　

[image: ]予測
2017~2021年の
仮定(仮説条件）










会員数増　　RI年会費　　　投資収益　　インフレ率　　プロジェクト企画
1,229,491　 2017年＄５６　上記と仮定　　２．５％　　　２百万ドル
と仮定　　　その後3年間　　　　　　　　　と仮定　　　　と仮定
　　　　　　2018~2020年
　　　　　　増額＄０と仮定

人頭分担金0ドル増加の時（値上げしない時）2018年~2020年の予測
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　　　　　不足額　　　　　　　　　　　　　　積立金
　
分担金1ドル増加の時　2018年~2020年の予測
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　　　　　不足額　　　　　　　　　　　　　積立金

（上記2例では、収益が赤字となり、積立金を取り崩さなければならいとの意味）
分担金4ドル増加の時　　2018年~2020年の予測
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　　　　不足額／剰余金　　　　　　　　積立金
 (
皆さんの要請に応えることが出来る
プロジェクトに投資できる
)　　　　　　　　　　　　　　　　（収益が改善し、積立金が増えるとの予測）
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アンケート回答の要望の９０％は、、、









・　研修の改善
・　クラブを繋げる（クラブ間の連携体制の強化）
・　リソースの計画（情報源の充実を立案検討）
・　オンラインツール（の改善充実）
・　リーダーシップ開発研修
・　ソーシャルメディア研修
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